	令和８年度「健やかな体」育成プログラム
	学校番号：26018
学校名：藤野小学校


	


	
	令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果
	分析

	体力・運動能力＜男子＞

	〇昨年度の記録と比べて同程度もしくは上回った種目
・全種目

	〇昨年度の記録と比べて同程度もしくは下回った種目
・なし
	〇多くの種目で、昨年度の記録を上回っている。男女ともに、「握力」「立ち幅跳び」は全国平均をやや上回っている。週の運動時間が420分を超える児童の割合も男女ともに高く、運動習慣が身に付いている。

	体力・運動能力＜女子＞

	〇昨年度の記録と比べて同程度もしくは上回った種目
・上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、20mシャトルラン、50ｍ走、立ち幅跳び、ソフトボール投げ
	〇昨年度の記録と比べて同程度もしくは下回った種目
・握力
	〇男女ともに「上体起こし」や「20mシャトルラン」の記録は全国平均を下回っており、持久力や筋持久力が課題となっている。また、運動習慣においてもほとんど運動をしない子が若干数あり、二極化が見られる。

	運動・スポーツへの意識、運動習慣

	「運動することが好き」「体育の授業は楽しい」と回答する子どもの割合
R7：男子　約96％　女子　約92％
R6：男子　約94％　女子　約84％
	「体育の授業を除く、1週間の総運動時間が60分未満の子」「ほとんど運動しない子」の割合
R7：男子　約４％　女子　約20％
R6：男子　約０％　女子　約15％
	〇運動が好きと答えた児童は男女ともに昨年度と同程度となっている。また、体育の授業の充実が児童の記録に影響している。一方、朝食を毎日食べるという児童が全国平均を下回っており、スクリーンタイム５時間以上の割合も高くなっている。

	三つの取組


	①体育・保健体育等の
授業の充実
	②授業以外で子どもの
運動機会を創出する取組
	③子どもが自らの
健康の保持増進を図る取組

	具体的な取組

	○AARサイクルを意識した授業を構成することで、児童が自らの運動の進め方を考え実践することができるようにする。
○子どもが夢中になって取り組む運動の場を設定し、スモールステップで課題を提示することで、自然と体力や技能を向上できるようにする。
○ペアやグループなど活動形態の工夫によりすべての児童に十分な運動量を確保することができるようにする。
○一人一台端末を活用し、自身のフォームを撮影・分析したり、友達と共有したりすることで協働的な学びを目指す。また、自身の学習の成果の振り返りを蓄積して成長を確かめられるようにする。

	〇自然と運動したくなるように、ボールやフラフープ、竹馬などの用具を整理・拡充する。また、学級ごとに全員遊びの日を設けたり、大縄記録会を設定したりすることで運動のきっかけづくりを行う。
○日常的になわとびをする場を設定する。なわとびカードを活用した検定を継続して行うことで、多様な技や回数に挑戦したりして技能や持久力を高められるようにする。
○体育の学習と連動した「鉄棒週間」「跳び箱・マット週間」を設定することで、授業で学んだことを休み時間に練習したり、異学年で教え合えたりするような環境を設定する。

	○食に関する指導の全体計画及び年間指導計画に基づき、栄養教諭の専門性を生かした指導の充実を図る。食指導の授業を実施し、その後、ランチルーム給食を実施し、食への関心を高める。
○学校給食を通した地産地消やフードリサイクルなど食と環境を結び付けるとともに、体験や栽培活動など学習活動の充実を図る。
○自他の生命を尊重し、性に関する正しい知識をもって適切に行動できるよう、年間指導計画に基づいた指導の充実を図る。（いのちの学習）
○産婦人科医師・助産師の専門性を生かした指導や研究開発事業を活用する。
○保健・食指導を通して健康に関する意識を高める。


	家庭・地域との
連携・協働

	　　○「鉄棒・跳び箱・マット運動週間」「タグラグビー出前講座」で、ＧＴを招くなど本物の経験を通して、充実した学びの機会・環境をつくる。
　　○スキー学習での地域の人材を活用したきめ細やかな指導・実践を行う。
　　○PTAやおやじの会と連携した、学校外で運動を楽しむための活動（体力測定イベント、スノーホッケー、リュージュ体験会など）を設定する。



